
開催要綱

園長セミナー2018 in 軽井沢
保育をみんなで磨き高め合う
ために
─多面的な視点から園長のあり方を考える

会場
宿泊

定員 60名
参加条件 園長・園長候補者もしくは同等者

＊参加者どうしの交流と研修での学び合いを深めるため、
　全室３～５人の相部屋での参加となります。

2018年９月10日（月）～12日（水）
長野県・エクシブ軽井沢
〒389-0115 長野県北佐久郡軽井沢町大字追分字東かじか沢23-1
TEL 0267-46-3331

〒389-0115
長野県北佐久郡軽井沢町大字追分字東かじか沢23-1
TEL 0267-46-3331

【お車でお越しの場合】
・東京方面より
　　上信越自動車道 佐久I.Cから約15分
・大阪方面より
　　上信越自動車道 小諸I.Cから約15分
【公共交通機関でお越しの場合】
・東京方面より
　　東京駅から軽井沢駅まで約１時間10分（北陸新幹線）
・大阪方面より
　　名古屋駅から長野駅まで約３時間（中央本線特急しなの号）
　　長野駅から軽井沢駅まで約33分（北陸新幹線）
・軽井沢駅からシャトルバスまたはタクシーで約25分

参加費 会　員　51,000円
非 会 員  54,000円
参加費＋宿泊費（２泊〈２朝食・２夕食・１昼食〉）＋
消費税を含みます

主催 公益社団法人
全国私立保育園連盟

平成30年6月1日　保育通信　第759号　付録①

申込受付番号　No.　　　　　　　
（この欄には記入しないでください）

▼申込先FAX　03-3865-3879園長セミナー2018 in 軽井沢申込書
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主な内容
第1日目（9/10・月）

食事会

開会・挨拶
講義・ワーク
協働的な学びを生み出す
園長のあり方
講師　淀川裕美氏●東京大学大学院教育学研究科附属
  発達保育実践政策学センター 特任講師

まとめ　全私保連研修部
閉会・挨拶

申込み方法

申込書に必要事項をご記入のうえ、FAX にて下記の申込先へお送りくだ
さい。折り返し、納金方法、会場案内等をお知らせいたします。
FAX 送信後、２週間が経過しても事務連絡が届かない場合は、下記の問
合せ先へご連絡ください。

申込み締切り　2018 年 8 月 17 日（金）
　　　　　  　＊定員になり次第、締切らせていただきます。

なお、締切り以前に定員に達した場合は、以後のお申込みはキャ
ンセル待ちとなります。

◆申込みにあたってのお願い
・宿泊は、３～５名の相部屋となります。
  宿泊に関する特別なご事情や体調不良、アレルギー等がある場合は、事

務局までご相談ください。
・１日目の食事会は全員参加、２日目の交流タイムは自由参加となります。

・取り消しの場合でも参加費は返金いたしません。
・欠席された方には研修会終了後、資料をお送りいたします。
・宿泊費は、8 月 31 日（金）までにキャンセルの場合は返金いたします。

★個人情報の取り扱いについて
・「参加申込書」に記載された個人情報は、慎重に管理し、本研修会の運営・管理
の目的に限って使用いたします。

・また、研修会の参加者名簿には「氏名」「都道府県・指定都市名」「施設名」「職種」
を記載いたします。

　保育所保育指針・幼保連携型認定こども園教育・保育要領が改定（訂）され、
平成30年３月に出された「保育所保育指針の解説」においても、保育の質
の向上に向けて「保育所全体で共有する」「協働」「組織的かつ計画的」「同
僚性」がキーワードになり、そのマネジメント機能の強化が私たちに求め
られています。
　本セミナーでは、園長のリーダーシップ、また、園長の責務とは何かを
あらためて学び、参加者自らが「主体的で対話的で深い学び」を体験しながら、
園長に必要な資質・能力とは何かをともに考えます。そして、子ども・保護者・
職員の願いを読みとりながら、質の高い保育を行うための時代に応じたリー
ダーシップを発揮できる学びの機会になることを願っています。

　新しい指針や要領では、保育の質と職員の専門性の向上が重要視され、中でも園
長は園の役割と社会的責任を果たすために、自己評価や第三者評価等を活用しなが
ら組織を改善していくことが求められています。
　最新の知見から、今求められる評価やリーダーシップのあり方についてともに考
えていきましょう。

　子どもたちの育ち合いの場である園の中で、そのモデルであるべき保育者の育ち
合いはどのように担保されているのでしょうか。離職者への調査では、職場の人間
関係が離職理由の最上位に挙げられています。
　子どもの育ちに直結する園での人としての育ち合いについて、考えていきたいと
思います。

　昨今、保育者どうしの語り合いの重要性が叫ばれ、語り合いを促すために保育の
ドキュメンテーションやラーニングストーリーを取り入れる園が増えています。そ
のような中で、組織としてこれらの手法を何のために取り入れ、どんな効果を得た
いのかが明確になっているのでしょうか。
　この講義とワークが、改めて考え学び合う機会になればと願っています。

趣旨

❖セミナー最終日までの全日程を受講された方には、修了証を発行いたします。

申込み・問合せ先
〒111-0051 東京都台東区蔵前 4-11-10

（公社）全国私立保育園連盟 研修部
TEL 03-3865-3880
FAX 03-3865-3879

第2日目（9/11・火）
講義・ワーク
一人ひとりが尊重され、多様性が
生かされる組織作りを考える
講師　鈴木健史氏●東京立正短期大学専任講師

第3日目（9/12・水）
講義・ワーク
保育者どうしの語り合いを支える
園長のあり方
講師　岡 健氏●大妻女子大学教授
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